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呼吸器系略語一覧 

 

 

１．RV：残気量 residual volume 最大呼気位まで呼出しても肺内に残存するガス量 

２．IRV：予備吸気量 inspiratory reserve volume 

３．TV：一回換気量 tidal volume 

４．ERV：予備呼気量 expiratory reserve volume 

５．TLC：全肺気量 total lung capacity 

６．VC：肺活量 vital capacity 

７．FRC：機能的残気量 functional residual capacity 安静呼気位において肺内に残存するガス量 

８．IC：最大吸気量 inspiratory capacity 

９．IVC：吸気肺活量 inspiratory vital capacity 

１０．EVC：呼気肺活量 expiratory vital capacity 

１１．PImax：最大吸気位 

１２．PEmax：最大呼気位 

１３．FRC レベル：安静呼気位 functional residual capacity 

         肺弾性収縮圧と胸郭弾性拡張圧のバランスがとれた気量位で、呼吸筋は働いていない。

VC の約３５％が基準。 

１４．FEV1.0：１秒量 forced expiratory volume in 1 second １秒間に呼出可能な最大の量 

１５．COPD：慢性閉塞性肺疾患 chronic obstructive pulmonary disease 

       タバコを主とする有害物質を長期に吸入曝露することで生じた肺の炎症性疾患。肺だけで

なくほかの臓器にも影響を及ぼす。 

１６．BA：気管支喘息 bronchial asthma 

      慢性の気道炎症や気道の過敏性亢進、平滑筋のれん縮により、可逆性の気道狭窄と気道粘膜

からの過剰分泌がみられる疾患。発作性の喘鳴や呼吸困難などの症状があらわれる。気管支

は内側より上皮、基底膜、粘膜下組織、気管支平滑筋で構成されているが、喘息では粘膜下

組織に浮腫が生じ、基底膜が肥厚し、上皮が過敏となって粘液が過剰分泌されるとともに平

滑筋が収縮して腔が閉塞する。 

１７．IP：間質性肺炎 interstitial pneumonia 肺の間質（肺胞壁）を中心に炎症や線維化がおこる肺疾 

患の総称 

１８．肺気腫：pulmonary emphysema 

     肺胞・呼吸気管支の壁が破壊されることにより気腔の拡張がある状態 

１９．ALS：筋委縮性側策硬化症 amyotrophic lateral sclerosis 

２０．FVC：努力性肺活量 forced vital capacity  

      最大吸気から努力性最大呼気を行った時の最大吸気位から最大呼気位までの量 

２１．プラトー：スパイログラムが２ｓ以上上下変化なく水平な状態 

２２．ピークフロー：最大の呼気速度 

２３．フローリミテーション：ウェーブスピードにより、それ以上努力しても V
．
max が増加しないこと 

２４．ウェーブスピード：気道内を空気や水の分子が通過できる最大の速度 
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２５．チョークポイント：ウェーブスピードが発生しているところ 

２６．V
．
max：最大呼気速度  V

．
max = ウェーブスピード × チョークポイントの断面積 

２７．ATI：空気とらえ込み指数 air trapping index 

      空気とらえ込み現象  

気流制限や気道閉塞により努力性肺活量が肺活量に比べて低値となること 

      ATI（％） = （肺活量 － 努力性肺活量）÷ 肺活量 × １００ 

 

２８．RV レベル：最大呼気位 

２９．STPD：標準状態（０℃、１気圧）での乾燥気体の体積 

３０．ATPS：測定時の室温、大気圧で水蒸気飽和した状態 

３１．BTPS：３７℃、大気圧において水蒸気飽和した状態 

３２．MG：重症筋無力症 

３３．PAO2：肺胞気酸素分圧 

      PAO2＝150－PACO2/0.8 

      PAO2：＝P1O2－PACO2/R 

３４．PACO2：肺胞気二酸化炭素分圧 

３５．ERF：呼気予備フロー expiratory reserve flow 

 

３６．MMF：最大呼気中間流量 maximal mid-expiratory flow 

       努力性肺活量の２５％と７５％の平均呼気流量。正常値は３～５ℓ／秒。 

閉塞性換気障害で低下する。 

３７．MVV：最大換気量 maximal voluntary ventilation １分間に換気可能な最大換気量 

３８．Palv：肺胞内圧 

３９．Pao：気道入口部圧 

４０．PL：肺弾性圧 

４１．Pres(aw)＝Pao－Palv 

４２．Ppl：胸腔内圧 

４３．EPP：等圧点 equal pressure point 

４４．ラプラスの法則：肺胞内の内径が小さいと弾性収縮圧が増加し、肺胞内の内径が大きいと弾性収縮

圧が低下するという法則。 

           P：圧力、T：張力、ｒ：半径 として      P ＝ ２T／ｒ 

４５．VE：換気量 

４６．V
‧

o2：酸素消費量 

４７．HP：過敏性肺臓炎 

４８．DPB：びまん性汎細気管支炎 

４９．FEV1.0％：１秒率 １秒量を努力性肺活量で除したもの 

５０．A－aDo2：肺胞気・動脈血酸素分圧較差      １０↓で正常 

 

５１．DL：肺拡散能力 diffusing capacity of lung 
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５２．V：容積、体積 

５３．V
‧
：気流量 

５４．P：圧力、分圧 

５５．C：含量、濃度 

５６．F：ガス濃度 

５７．S：飽和度 

５８．M：物質量 

５９．Q：血流量 

６０．Q
．
：単位時間あたりの血流量 

６１．D：拡散量 

６２．R：ガス交換率 

６３．G：コンダクタンス 

６４．ｆ：換気数 

６５．FECO2 呼気二酸化炭素濃度 

６６．PEF：ピークフロー値 

６７．RV/TLC：残気率 

６８．Raw：気道抵抗 

６９．Rrs：呼吸抵抗 

７０．Z：インピーダンス 

７１．Xc：容量性リアクタンス 

７２．XL：誘導性リアクタンス 

７３．CV：クロージングボリューム 

７４．Q
．
s：肺のシャント血流量＝肺血流のうちでガス交換に関与しない部分 

７５．Q
．

T：全体の血流量 

７６．Q
．
s / Q

．
T：シャント率 

７７．ARDS：急性呼吸促迫症候群 acute respiratory distress syndrome 

７８．V
．

A / Q
．
：換気血流比 ＝ 肺胞換気量と血流量の比。基準値は０．８ 

７９．SO2：酸素飽和度 

８０．PB：大気圧 

８１．間質：細胞以外の組織成分 

８２．肺線維症：線維化を伴う間質性疾患 

８３．線維化：線維組織が増殖して、組織が線維成分に置き換わり硬くなること 
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